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Let's be happy together!　　　
　　　  笑顔いっぱい！住みたくなるまちへ
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3 平成26年 　  月号 5 2平成26年 　  月号 5

Let's be happy together! 　笑顔いっぱい！ 住みたくなるまちへ

For your smile.

Let's be happy 
             together!
笑顔いっぱい！ 住みたくなるまちへ

　４月13日(日)に告示された市長選挙で、坂本
市長が再選を果たし3期目をスタートさせまし
た。2期目に続く「無投票再選」に「喜びよりも
期待と責任の重さを感じている」と話す坂本市長。

協働のまちづく
りや行財政改革、
2018年福井国体
や2年後に迎える
市制施行10年の
節目など多くの
課題を抱える中、

3期目の市政運営のキーワードを「笑顔」としま
した。誰もが心豊かに、健康で安心して暮らせる
まちの実現に向けた『笑顔の連鎖』をどのように
仕掛けるのか、思いを聞きました。

Let's be happy together! 　笑顔いっぱい！ 住みたくなるまちへ



一緒に笑顔のまちを ！さぁ

For your life. For your health.

※この写真をスマートフォン(多機能携帯電話)やカメラ付きタブ
　レットでかざすと、市長からのメッセージ動画を見ることがで
　きます。(ARアプリが必要です。詳しくはP5をご覧ください)

　　　　　スマホ、カメラ付きタブレットで
ARを体験するには、アプリ(無料)をインストー
ルする必要があります。

①「A
オ ー ラ ズ マ
urasuma」(無料)をapp storeまたは

Google Playでインストール。

②「Login(ログイン)」「Sign up(登録)」
と表示された画面が出たら、右下の「Skip」
を選びます。カメラモードになったのを
確認した後、端末のホームボタンを押し
て初期画面に戻ります。

③QRコードを読み込むと、「You 
are now following 坂井市」(坂
井市をフォローしました)と表示
され、カメラモードになります。　　　
　QRコードを読み込めない場合
は、「Aurasuma」を起動して「坂
井市」を検索し、「following」(フォ
ローする)をタップします。

【Profi le】
　昭和58年から旧三国町議を4期務めた後、
平成10年に旧三国町長に初当選した。平成
18年4月、坂井市誕生に伴い行われた市長
選挙で初当選、初代・坂井市長に就任。2期
8年を務めた。
　尊敬する人は、厳しくも愛情深く育てて
くれた今は亡き父。その父が残した「創意工
夫は人生の発展なり」という言葉を信条に
  している。昭和22年2月生まれ。趣味は、
　　釣りとガーデニング。

Norio Sakamoto

アプリを起動

ぐるぐるぐる……動画が再生されます
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市  

民
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
支
援

  

を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
市
政
運

営
を
お
あ
ず
か
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
あ
ら
た
め
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
期

待
の
大
き
さ
、
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
融
和
」
に
奔
走
し
た
１
期
目
、「
心
」

通
う
ま
ち
づ
く
り
を
追
求
し
た
２
期
目

を
踏
ま
え
、３
期
目
４
年
間
の
政
策
キ
ー

ワ
ー
ド
を
、私
は「
笑
顔
」
と
し
ま
し
た
。

　

喜
び
や
安
ら
ぎ
を
感
じ
た
と
き
、
人
は

笑
顔
に
な
り
ま
す
。
私
は
市
民
の
皆
さ
ん

一
人
一
人
に「
本
当
の
笑
顔
」
で
笑
っ
て

い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
が
で
き
て
こ

そ
、
人
は
笑
顔
に
な
れ
ま
す
。
私
は
、
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
や
中
期
財
政
計

画
な
ど
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
、
皆
さ

ん
の
笑
顔
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
ま
す
。

　
「
住
み
よ
さ
全
国
４
位
」
を
全
市
民
が

実
感
で
き
る
ま
ち
へ
。「
健
康
と
笑
顔
」
の

坂
井
市
実
現
の
た
め
に
、
私
は
次
の
５
つ

を
全
力
で
進
め
る
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。

誰
も
が「
笑
顔
」
で

助
け
合
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化
は
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
な
し
に
は
成
し
得
ま

せ
ん
。
女
性
も
男
性
も
、
若
者
も
高
齢
者

も
、
み
ん
な
が
地
域
の
一
員
と
し
て
、
笑

顔
で
心
地
よ
く
事
業
や
組
織
運
営
に
参
画

で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

福
井
国
体
２
０
１
８
に
向
け
た
準
備

や
一
筆
啓
上
賞
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
な
が
ら
、
お
も
て
な
し
の
心
も
育

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

誰
も
が「
笑
顔
」
で

思
い
や
り
を
育
て
る
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

　

こ
れ
ま
で
一
貫
し
て「
未
来
を
担
う
子

ど
も
」
に
重
点
を
お
き
、
小
中
学
校
の
耐

震
化
だ
け
で
な
く
、
気
掛
か
り
な
子
へ
の

特
別
支
援
体
制
づ
く
り
、
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
完
全
無
料
化
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
は
、

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
み
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
は
夢
や
希
望
を
与
え
、
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
す
。
今
期
も
引
き
続
き
、
子
育
て
応

援
施
策
を
強
力
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が「
笑
顔
」
で

健
康
に
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
内
の
65
歳
以
上
は
二
万
二
千
人
。
そ

の
人
た
ち
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
生
き

が
い
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
空
き
家
を
活
用
し
て
、
高
齢

者
が
楽
し
く
集
え
る
場
を
作
る
な
ど
、
福

祉
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
好
評
を
得
て

い
る「
音
楽
・
体
操
い
き
い
き
教
室
」
は

今
年
も
実
施
。体
と
心
の
健
康
を
推
進
し
、

明
る
い
健
康
都
市
を
実
現
し
ま
す
。

誰
も
が「
笑
顔
」
で

活
力
あ
ふ
れ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　

県
内
外
か
ら
も
っ
と
集
客
で
き
る
よ
う

既
存
資
源
を
再
整
備
し
た
り
、
近
隣
市
と

の
広
域
連
携
を
模
索
し
た
り
し
て
、
に
ぎ

わ
い
を
生
む
た
め
の
基
盤
を
作
り
ま
す
。

定
住
維
持
に
向
け
た
産
業
振
興
、
農
畜
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
雇
用
の
確
保
や
後
継

者
の
育
成
、
元
気
な
高
齢
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、
多
岐

の
課
題
解
決
に
向
け
て
力
を
注
ぎ
ま
す
。

誰
も
が「
笑
顔
」
で

自
然
と
共
生
す
る
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

　

省
エ
ネ
対
策
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
を
促
進
し
ま
す
。
３
Ｒ
活
動
を

推
進
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し

ま
す
。
歴
史
的
町
並
み
や
美
し
い
自
然
を

守
り
、
誇
り
と
愛
着
が
感
じ
ら
れ
る
景
観

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

創  

意
工
夫
は
人
生
の
発
展
な
り
』。
私

  

は
父
親
か
ら
受
け
継
い
だ
こ
の
言

葉
が
大
好
き
で
す
。

　

今
期
中
に
坂
井
市
も
10
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
時
流
に
乗
り
、
新

し
く
思
い
切
っ
た
発
想
で
い
ろ
ん
な
事
業

に
挑
戦
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
心
と
暮
ら

し
の
豊
か
さ
を
高
め
ま
す
。
誰
も
が
元
気

に「
笑
顔
」
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に　
　

。

『  

坂井市長　坂
さ か

本
も と

  憲
の り

男
お

Let's be happy together! 　笑顔いっぱい！ 住みたくなるまちへLet's be happy together! 　笑顔いっぱい！ 住みたくなるまちへ
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新・市議会議員の皆さんです

辻
つ じ

　人
ひ と

志
し

56歳・三国町山上西

　市議会議員とし
て活動するにあた
り、市民の皆様の
お声を大切にし、
坂井市にとって最
も良いと思われる
政策を提言してい
きたいと思います。

山
や ま

田
だ

　栄
さ か え

65歳・丸岡町舟寄1区

　坂井市の安心安
全をめざし、住み
よい環境づくりを
進めるために、み
んなで考え、みん
なで創る笑顔ある
開かれたまちづく
りに努めます。

田
た

中
な か

　千
ち

賀
か

子
こ

65歳・三国町宿

　未来の子どもた
ちに夢のもてる安
心して暮らせる町、
健康で長寿の町、
郷土の歴史と文化
を活かした町づく
りに全力で頑張り
ます。

田
た

中
な か

　哲
て つ

治
じ

63歳・坂井町若宮

　活力あるまちづ
くりをめざすため、
柔軟な発想で元気
で住みよい誇れる
坂井市を目指しま
す。

前
ま え

田
だ

　嘉
よ し

彦
ひ こ

56歳・丸岡町上安田

　地域の誰もが笑
顔で暮らし続ける
事が出来る様に、
市民サービスを低
下させないスリム
な行政を目指し、
ふるさとを守り育
てたい。

戸
と

板
い た

　進
す す む

58歳・丸岡町下安田

　「心に愛をもち
あなたの声を市政
に生かします。」を
キャッチフレーズ
に、多くの市民の
みなさんの声を市
政に届けます。

広
ひ ろ

瀬
せ

　潤
じゅん

一
い ち

65歳・三国町黒目

　農林水産業の振
興と少子高齢化等
の福祉対策、安全
安心な住みよい市
であるための環境
整備推進のために
熱き心で誠実に実
行したい。

古
ふ る

屋
や

　信
の ぶ

二
じ

54歳・丸岡町高瀬　
　絶えず市民の目
線で議論し、開か
れた議会活動を目
指して、信頼され
る議会人に成るよ
う「誠 実・根 気・
実行」を信条にが
んばります。

前
ま え

川
が わ

　徹
と お る

52歳・丸岡町坪江

　豊かな自然を守
り、さらに住みや
すい生活環境を。
そして子供に優し
い、子育てに優し
い、地域に優しい
まちづくりに全力
を注ぎます。

永
な が

井
い

　純
じ ゅ ん

一
い ち

57歳・春江町江留中

　少子化対策、子
育て支援の充実、
高齢者対策、防災
対策の推進と共に
行政改革を進め
る。すべての市民
が暮らしやすい坂
井市を目指す。

南
みなみ

川
か わ

　直
な お

人
と

57歳・丸岡町北霞1区

　和と輪を大切に
するまっすぐな行
動力で地域の産
業・教育・文化を
充実し、市民が自
信を持ち、幸せを
感じ生活できる坂
井市を目指す。

畑
は た

野
の

　麻
ま

美
み

子
こ

64歳・丸岡町西瓜屋1の1

　命より大切なも
のはありません。
公約実現で若者が
希望が持て、子ど
もから大人まで安
心して暮らせる人
にやさしいまちづ
くりに頑張ります。

佐
さ

藤
と う

　寛
か ん

治
じ

66歳・春江町中庄

　あすの坂井市の
ために、「人」「産
業」「歴史・文化」
を生かした夢と希
望と活力のある安
全で安心なまちの
創造を推進します。

吉
よ し

川
か わ

　貞
さ だ

明
あ き

66歳・坂井町木部新保

　3度目の挑戦で
初当選させていた
だきました。地域
の皆様にお約束し
た『元気で楽しい
坂井市』をめざし
て、全身全霊で活
動します。

後
ご

藤
と う

　寿
と し

和
か ず

41歳・春江町中筋三ツ屋

　これからの4年
間を市民の方々と
共にまちづくりを
していきたいと思
います。どうぞよ
ろしくお願いしま
す。

松
ま つ

本
も と

　朗
あきら

54歳・春江町中筋北浦南

　市民目線を基本
に、行動・発信し
ます。市民生活が
影響する市政・県
政・国政問題を一
体的に捉え、市民
要求実現に取り組
みます。

伊
い

藤
と う

　聖
せ い

一
い ち

55歳・坂井町舘

　合併10年の節
目を迎えるにあた
り、坂井市の発展
と市民満足度向上
に貢献できるよう、
経験を生かし頑張
ります。

上
う え

出
で

　純
す み

宏
ひ ろ

60歳・三国町橋本

　1期目の経験を
活かし、市民の
皆様とのコミュニ
ケーションを図り、
政策提案型の政
務活動を誠実に行
い、ご期待に沿う
様に精進します。

木
き

村
む ら

　
70歳・坂井町宮領

　産業の振興に努
力します。特に道
路網の確立に努め
ます。また合併し
て9年目、市民の
皆さまの声を第一
に更なる発展を目
指して頑張ります。

川
か わ

端
ば た

　精
せ い

治
じ

45歳・三国町新宿一丁目　

　真のまちづくり
は人づくりから！　
地域全体に心の教
育を浸透させ、子
供と大人が共に
育ち共に助けあう
「共育」市・坂井！
を構築します。

東
ひ が し

野
の

　栄
え い

治
じ

55歳・春江町為国中区

　少子高齢化、人
口減少が進んでお
り、坂井市も例外
ではありません。
当面する課題を解
決するため、全力
で頑張ります。

川
か わ

畑
ば た

　孝
た か

治
は る

56歳・春江町江留下屋敷

　合併後10年の
節目を迎える今期、
行政サービスを低
下させずにスリム
な坂井市を目指し
たい。2順目国体
に向けた準備に取
り組みたい。

小
こ

原
は ら

　慶
よ し

之
ゆ き

25歳・三国町西滝谷

　市民の方に政
治に興味と関心を
持ってもらえるよ
うに行動していき
ます。市民の方々
と同じ目線で政治
に取り組んでいけ
るように。

渡
わ た

辺
な べ

　竜
た つ

彦
ひ こ

51歳・春江町江留上本町

　青少年の健全育
成スポーツ振興等
の地域活動に取り
組んだ経験を活か
して全ての人たち
が笑顔で毎日暮ら
せる坂井市を創っ
ていきたい。

上
う え

坂
さ か

　健
け ん

司
し

57歳・坂井町宮領

　既成概念にとら
われず、当市を一
層すばらしい故郷
にするべく邁進す
る所存です。ご指
導ご鞭撻を賜りま
すようお願い申し
上げます。

橋
は し

本
も と

　充
み つ

雄
お

56歳・春江町沖布目

　政策と行動力を
スローガンに、市民
目線でまちづくり、
行財政改革、教育
環境の整備、福祉
の充実、社会基盤
の整備、産業振興
に取り組みます。

市民の代表26人が
決まりました。

　市議会議員選挙が4月20日(日)に
行われ、次の皆さんが当選しました。
任期は４年です。
　これからの市政運営に向けて、抱
負や意気込みを語ってもらいました。
　議会事務局　50-3001

※敬称略。名前の下は年齢(5月8日現在)と行政区、
　掲載は右から得票順。コメントは原文どおり

つ よ し
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キ 地

伝 春

ャベツの新芽摘み
収穫の楽しさを体験

統野菜の普及願い
「ごんぼ茶」を開発

　坂井高校の開校式と第1回入学式が同校で行われ、
4学科8コース283人が1期生として記念すべき第
一歩を踏み出しました。開校式には新入生や保護
者、教員など850人が出席。川

か わ

畑
ば た

紀
の り

義
よ し

・県教育委員
長が「地域産業界のニーズに応え、社会の未来を開
くたくましい人に成長することを願う」と式辞を述
べ、大

お お

原
は ら

陵
り ょ う じ

路・同校長に校旗を手渡しました。

　春江町藤鷲塚にある農事組合法人・上
う あ

江
え

ファーム
のキャベツ畑で、春江中保育所の4歳児14人が若
芽の摘み取り体験をしました。収穫の楽しさを体験
してもらおうと同法人が招待し、摘み取り方などを
説明。園児たちは次々と新芽の枝を折っては袋に詰
め、「袋いっぱいになったよ。すごいでしょー」と
楽しそうに友達や先生と見せ合っていました。

　JAはるえが春江町内で栽培されてきた福井県の
伝統野菜・越前白茎ごぼうを使った「ごんぼ茶」を
開発しました。同野菜は葉も茎も根も食べられる葉
ごぼうの代表品種。ごんぼ茶も葉から根まで全て使
い、一般のごぼう茶よりやわらかい飲み口になって
います。JAの担当者は、「これを機に、多くの人に
白茎ごぼうを知ってもらいたい」と話していました。

　日本さくら名所100選の丸岡城を舞台に、桜まつりが行
われました。5日(土)と6日(日)の両日は、一筆啓上茶屋駐
車場の特設ステージや丸岡城天守前広場でメーンイベントが
行われ、県内外から訪れた大勢の観光客をおもてなし。越前
三国鳶

と び

やさまざまなショーが催されたほか、武将の衣装を身
にまとう「なりきり体験」では、桜や丸岡城をバックに写真
撮影などを楽しむ姿が見られました。

4月15日(火) 4月5日(土)

4月10日(木) 4月3日(木)

4月8日(火)

4月8日(火)

4月1日(火)～ 20日(日)

の坂井の代名詞
古城と桜がおもてなし

　緑のふるさと協力隊として竹田地区に派遣される
石
い し

田
だ

貴
た か

久
ひ さ

さんの委嘱式が坂井市役所で行われまし
た。自分の母校も廃校になったという石田さんは、
過疎化が進む農山村のさまざまな問題に向き合いた
いと参加を決意。地域おこし活動に取り組みながら、

「住民と積極的に関わって、里山に残る人と人との
つながりの大切さを学びたい。」と話していました。

　市内で交通安全指導や啓発などの活動に取り組む
市交通指導員の委嘱式を、多目的研修集会施設大
ホールで行いました。坂

さ か

本
も と

市長が52人に委嘱状を
交付し、悲惨な事故撲滅に向けて期待を寄せました。
交通指導員の任期は2年。また、委嘱式終了後、長
年交通指導員を務めた人への感謝状の贈呈や交通安
全の推進に尽力した人への表彰を行いました。

　女性も男性も区別なく、お互いの人権や価値観が
尊重される坂井市にしていこうと活動する男女共同
参画推進委員20人の委嘱式を坂井市役所で行いま
した。公民館や学校などでの出前講座や啓発活動を
行っていきます。

代目のふるさと協力隊
1年間の活動に意欲

の交通安全を担う
交通指導員を委嘱

女が笑顔で暮らすまち
推進委員が決意を新た

域産業の未来を拓け
坂井高1期生が入学

４ 市

男

▲「大学では林業を専攻し、わなの狩猟免許も取得した」と
　話す石田さん(左)

▲川畑・県教育委員長(右)から真新しい校旗を受け取る大
　原校長

▲キャベツ畑で新芽を袋いっぱい収穫する園児たち

▲「ごんぼ茶」はJAはるえふれあいセンターで販売。1袋
　(3g×10袋入り)で税込み600円

▲市長から委嘱状を交付される市交通指導員ら

▲丸岡城と桜をバックに記念撮影をする親子ら ▲丸岡城に登る道も満開の桜
　で彩られ観光客をお出迎え

▲不安定なはしごの上で
　演技する越前三国鳶

▲丸岡高校放送部が丸岡城周
　辺の石碑の内容を調べて翻
　訳したマップを配布

▲大道芸人のTACKが
　ジャグリングショー

▲武将の衣装を着て
　記念撮影

▲恒例のSAKURA餅
　まきも大にぎわい

▲奥左から伊藤さん、虎田さん、荒巻さん、中村さん、土
　屋さん、東川さん、田崎さん、南出さん、中左から大﨑
　さん、木谷さん、虎雄さん、藤田(裕)さん、松田さん、
　藤田(常)さん、山本さん、前左から上田さん、齋藤さん、
　田嶋さん、山田さん、森瀬さん



まちの話題が満載の「フォーカス」は、市のホームページ（ 　http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/）からもご覧
いただけます。ホームページでは “ホット ”な話題を随時公開。また、上記以外の話題も紹介しています。
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「ふれんず」は坂井チャンネルでもご覧いただけます！
今回の内容は、5/ 15(木) ～ 6 / 14(土)まで放送します。
お楽しみに！　　秘書広報課　50-3012

城のまち空手道スポーツ少年団
メンバー　35 人
代　　表　山田　源悟　さん（丸岡町板倉）
指 導 者　7 人
コメント
　毎週月・金曜日の 18:30 ～ 20:00 に高椋公民館
で活動しています。空手はもちろん、あいさつや精
神的な強さ、“ やるときはやる！ ” という集中力を
身に付けたい人は、一度見学にお越しください。

城のまち空手道スポーツ少年団vol.97

▲迫力満点の組み手。勇気
　を持って、相手に一歩踏
　み込んでいく子どもたち

▲黒帯の中学生が見本の動きを
　披露。美しい型を手本にしよ
　うと真剣に見つめる後輩たち

はじめにゆっくりとした動きで突きの形を確認した後、掛け声に合わせて全力で上段突きを始める子ど
もたち。練習前に見せた無邪気な様子とは打って変わって、真剣な表情でけいこに打ち込む姿が印象的

々
と
繰
り
出
さ
れ
る

迫
力
満
点
の
突
き
や

蹴
り
。
伝
統
派
空
手

で
、
相
手
を
打
ち
負
か
す
技
だ

け
で
な
く
、
困
難
に
臆
せ
ず
立

ち
向
か
う
勇
気
と
自
分
に
打
ち

勝
つ
強
さ
を
鍛
え
る
。

そ
れ
が「
城
の
ま
ち
空
手
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
」だ
。

　

同
団
は
約
30
年
の
歴
史
を
持

つ
和
道
会
丸
岡
支
部
を
母
体
に
、

空
手
の
魅
力
を
よ
り
広
く
伝
え

た
い
と
平
成
24
年
に
発
足
。
園

児
か
ら
中
学
生
ま
で
が
、
熱
中

し
て
け
い
こ
に
励
ん
で
い
る
。

　
「
自
分
で
自
分
を
守
れ
る
よ

う
に
」
と
４
月
に
入
団
し
た
本も

と

谷や

佳け
い

嗣じ

さ
ん(

平
章
小
１
年)

は
、

「
ゆ
く
ゆ
く
は
昇
級
試
験
に
挑

戦
し
て
、
先
輩
た
ち
の
よ
う
に

な
り
た
い
」
と
基
本
の
技
か
ら

練
習
を
重
ね
て
い
る
。

　
「
警
察
官
に
な
る
」
と
い
う

夢
を
見
据
え
て
、
空
手
を
始
め

た
野の

路じ

恵え

莉り

子こ

さ
ん(

高
椋
小

６
年)

。「
み
ん
な
を
守
れ
る
警

察
官
に
な
り
た
い
」
と
強
く
優

し
い
自
分
を
目
指
し
て
努
力
を

続
け
て
い
る
。

　

学
校
も
違
う
元
気
い
っ
ぱ
い

の
メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
る
キ
ャ

プ
テ
ン
の
平ひ

ら

田た

翔し
ょ
う
え
い瑛
さ
ん(

鳴

鹿
小
６
年)

は
、「
的
確
に
指
示

が
で
き
る
か
っ
こ
い
い
キ
ャ
プ

テ
ン
に
な
り
た
い
。
大
き
な
大

会
で
優
勝
も
し
た
い
」
と
高
い

志
で
団
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。

　

空
手
を
通
し
て
、
何
事
か
ら

も
逃
げ
な
い
強
さ
を
教
え
て
い

る
代
表
の
山や

ま

田だ

源げ
ん

悟ご

さ
ん
は
、

「
勝
ち
負
け
で
は
な
く
、
あ
い

さ
つ
や
物
事
に
取
り
組
む
姿

勢
が
大
事
」と
自
ら
が
見
本
と

な
っ
て
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

　
「
１
つ
の
こ
と
を
で
き
な
い

者
に
２
つ
の
こ
と
は
で
き
な
い
。

１
つ
ず
つ
あ
わ
て
ず
に
や
っ
て

い
け
ば
、
必
ず
前
進
で
き
る
」。

練
習
で
の
指
導
者
の
言
葉
を
深

く
心
に
刻
み
、
仲
間
た
ち
は
今

日
も
空
手
道
を
歩
み
続
け
る
。

突
き
出
す
拳
に
込
め
る

〝
立
ち
向
か
う
〞勇
気
と
強
さ

次

サ

笑「

ッカー環境が大幅アップ
最高レベルの施設が完成

顔」で住みたくなるまちへ！
坂本市長が初登庁

　丸岡スポーツランド人工芝グラウンドとクラブハウスの完成
を記念して、オープニングセレモニーが行われました。この施
設は、平成30年の福井国体サッカー競技に向けて、昨年8月
から整備を進めていたもの。国内最高級の人工芝を導入したほ
か、夜間照明を備えて利便性が高まったことで、競技力の向上
が期待されます。記念式典のほか、地元チームの記念試合やサッ
カー教室も行われ、選手や子どもたちはさっそく新しいピッチ
の感触を体感していました。

　任期満了に伴う市長選で無投票再選を果たした坂
さ か

本
も と

市長が初登庁しました。市多目的研修集会施設で
行われた就任式で、約200人の幹部職員を前に「喜
びよりも期待と責任を重く感じている」とあいさつ。

「市民がまずは健康で、笑顔で心豊かに安心して暮
らせるよう全力を傾注する。夢と希望、信念を持っ
て務めたい」と市政運営の意欲を述べました。

4月27日(日)

4月19日(土)

4月21日(月)

　満開の桜で彩られた丸岡町竹田地区で、しだれ桜
まつりのメーンイベント「しだれ桜クラフトフェア」
が行われました。県内外から革細工や陶芸品など
65ブースが出店。1万人を超える観光客が自然と工
芸品を満喫しました。好天と桜に恵まれた今年のま
つりは例年以上の盛り上がり。桜の写真を撮る人や
自然の中で遊び回る親子の姿も多く見られました。

開のしだれ桜の下
クラフトフェアが盛況満

①完成したクラブハウスの前で、坂本市長ら6人がテープ
カット　②ホーム開幕戦にもなった坂井フェニックス対ア
ンテロープ塩尻(長野)の記念試合第1戦は、地元の声援を
受けた闘志あふれるプレーで見事1－0の勝利　③絶好の
位置からのフリーキックで相手ゴールを脅かす坂井フェ
ニックス　④記念試合2試合目は丸岡高校と立

りっしょう

正大淞
しょうなん

南高
校(島根)。全国常連校同士の一戦は白熱した展開で1－1
の引き分けに　⑤坂井フェニックスや丸岡高校の選手から
ドリブルのコツなどを教わる子どもたち　⑥滑り込んだり
寝転がったりして人工芝の感触を確かめる子どもたち

▲大勢の職員に迎えられ花束を手渡される坂本市長

▲一面桜に包まれたたけくらべ広場で、ずらりと並べられ
　た工芸品を眺めながらまつりを楽しむ観光客

①

③

⑤

②

④

⑥



市民の皆さんの生活に直結する制度
やイベントを紹介するコーナーです。

グッガッツ シャキ～ン！

　
　
　
振り分け♪振り分け♪
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ず
っ
と
健
康
で
い
る
た
め
に
は
、
病
気

に
な
ら
な
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
病
気
や
さ
ま

ざ
ま
な
兆
候
を
早
期
に
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

市
で
は
、「
基
本(

特
定)

健
診
」や「
が
ん
検

診
」な
ど
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
や
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
よ
っ
て
、

受
診
で
き
る
内
容
や
場
所
が
異
な
り
ま
す
。
あ

な
た
が
ど
こ
で
何
の
検
査
が
受
け
ら
れ
る
か
を

確
認
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
な
生
活
を
送
る

た
め
に「
健
診
」を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●問い合わせ　(基本健診・がん検診・後期高齢者健診・ドック)健康増進課　50-3067
(特定健診・国民健康保険ドック)保険年金課　50-3031

市
で
は
、
次
の
人
に
健
診
受
診
票
を
５

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
届
い
た
人

は
内
容
を
確
認
し
て
、
な
る
べ
く
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

通
知
対
象
者

①
20
歳
～
39
歳
の
市
民
で
、
３
年
以
内
に
市
の

　

健
診
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

②
40
歳
以
上
の
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
で
、
80
歳
ま

　

で
は
全
員
。
81
歳
以
上
は
、
３
年
以
内
に
健

　

診
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人(

長
期
入
院
、

　

介
護
施
設
な
ど
の
入
居
者
は
除
く)

※
②
の
人
に
は
、
が
ん
検
診
受
診
券
が
セ
ッ
ト

　

に
な
っ
た
も
の
を
送
付
し
ま
す

基
本(

特
定)

健
診
は
、
公
民
館
な
ど
市
内

41
会
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。
集
団
健
診

は
平
成
27
年
２
月
ま
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
３
月
下
旬
に
各

戸
配
布
し
た「
平
成
26
年
度
坂
井
市
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

40
歳
以
上
で
市
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者
以
外
の
人
は
、
ご
加
入
の
保
険

者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

集
団
健
診
の
会
場
で
は
、
左
記
の
が
ん
検
診
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要
な

の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

40
歳
以
上
の
市
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
は
、
県
内
の
指

定
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
も
受
け
ら

れ
ま
す
。
事
前
に
医
療
機
関
へ
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

　

市
外
の
医
療
機
関
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

個
別
健
診
の
受
診
期
間

　

平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で

※
５
月
中
旬
に
送
付
す
る
指
定
医
療
機
関
一
覧
に

　
「
ラ
イ
フ
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
る
さ
か
」
の
記
載
が
あ

　

り
ま
す
が
、
現
在
実
施
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
す

あなたの健康が周りの人を笑顔に
健康なときにこそ受けてほしい「健診」

基本(特定)健診でチェックする項目
検査項目 検査内容

身体計測 身長、体重、BMI
血圧測定、問診 血圧、既往歴、現病歴
尿検査 尿たんぱく、尿糖

血液検査
 (採血)

血糖値(ヘモグロビンA1c)
脂質検査(中性脂肪、HDL・LDLコレステロール)
肝機能検査(GOT、GPT、γ-GTP)
貧血検査(赤血球、血色素、ヘマトクリット)
腎機能検査(クレアチニン)
尿酸検査(尿酸値)

心電図検査 心電図
眼底検査(40 歳以上) 片眼(個別健診では医師が必要と判断した場合のみ)
医師診察 診察

基本(特定)健診対象者と料金

対　象 料　金
(胸部X線は別料金)

20歳～39歳の市民 1,300円

国民健康保険加入者
40 歳～64 歳 1,300円
65 歳～75 歳 500円

後期高齢者医療制度加入者 無料
生活保護世帯 無料

※上記に該当する人であれば、右記の通知対象以外の人も受診できます。
　詳しくはお問い合わせください
※生活保護世帯で受診を希望する人は、事前に健康増進課までお問い合
　わせください

集団健診の会場で受けられる検診(検査)

内　容 料　金
(　)内は70歳以上

肺がん・結核検診 胸部X線検査
対象：20歳以上

200円
(200円)

肺がん喀
かく

痰
たん

検査 自宅で痰を取り検査機関に郵送
健診当日に検査容器をお渡しします

300円
(200円)

大腸がん検査 免疫便潜血検査(検便)
健診当日に検査容器をお渡しします

500円
(200円)

前立腺がん検査 血液検査
対象：50 歳以上の男性

600円
(200円)

B型肝炎検査 血液検査
対象：20 歳以上

100円
(100円)

C型肝炎検査 血液検査
対象：40 歳以上で過去に未受診の人

600円
(600円)

市内指定医療機関(平成26年5月1日現在)

医療機関 電話番号 医療機関 電話番号

東外科医院 66-2228 中瀬整形外科医院 67-3777
荒井医院 82-7703 西野医院 82-1392
伊藤クリニック 66-1251 野村医院 72-1839
岩井病院附属坂井診療所 67-0801 春江病院 51-1503
大嶋医院 82-6677 ヒガシ内科医院 66-1054
大野内科消化器科医院 51-8170 福岡内科クリニック 67-7111
春日レディスクリニック 51-6080 藤井医院 82-1113
キムクリニック 67-3000 藤田神経内科病院 67-1120
こしの医院 81-6655 宮﨑病院 82-1002
真田クリニック 82-0333 向坂内科医院 81-2255
つばさ内科クリニック 63-5232 鷲田医院 82-1230
ともだクリニック(10月20日まで) 66-6161

● 基本健診
保険を問わず誰でも

　国保・社保など加入
している保険の種類に
関係なく、市の集団健
診を受けられます。
料金：1,300 円

● ドック
市国民健康保険加入者

　市の人間ドックを受けられます(定員550人。定員に達し次第締め切り)。
詳しくは「広報さかいお知らせ版3月号」の3ページをご覧ください。
料金：ドックの種類、医療機関によって異なります

● がん検診
20歳以上なら保険を問わず誰でも

　検査部位によっては、対象を限定しているものがあります。
料金：詳しくは14、15ページをご覧ください

● 特定健診
市国民健康保険加入者

　市の特定健診(集団・個別)を受けられます。
料金：40歳～64歳  1,300円、65歳～75歳  500円

市国民健康保険以外(協会けんぽなど)
　加入している医療保険者から送られる「特定健
康診査受診券」に基づき、健診を受けましょう。
受診券を発行していない保険者もあるので、それ
ぞれご確認ください。
料金：保険者が定める金額

● 基本健診
後期高齢者医療制度加入者

　市の健診(集団・個別)を受けら
れます。
料金：無料

※ 65 歳以上で後期高齢者医療制度
　に加入している人も含む
※昭和14年3月31日以降に生まれ
　た人は、75歳の誕生日から後期
　高齢者医療制度に切り替わります

●ドック
後期高齢者医療制度加入者

　「広報さかい4月号」の16ペー
ジをご覧ください。
料金：ドックの種類、医療機関
によって異なります

あなたが受けられる健診は？

職場で健診を受けることができる

職場で健診を受けましょう

20歳～39歳 40歳～75歳 75歳～

あなたの平成27年3月末での年齢は？

受診可 年齢や加入している健康保険によって受け
られるものが変わります。質問やご不明な
点は、お気軽にお問い合わせください。

は　

い

いいえ



市民の皆さんの生活に直結する制度
やイベントを紹介するコーナーです。

1415 平成26年 　  月号平成26年 　  月号  5 5

今
や
日
本
人
の
２
人
に
１
人

が
が
ん
に
な
り
、
３
人
に

１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
が
ん
は
、
細
胞
が
突
然

変
異
を
起
こ
し
て
が
ん
細
胞
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
周
り
の
細
胞
か
ら

栄
養
を
横
取
り
し
て
、
10
年
、
20
年

か
け
て
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。

が
ん
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
遺
伝

し
ま
せ
ん
。
言
い
換
え
れ
ば
、
誰
で

も
か
か
り
う
る
病
気
で
す
。

今
で
は
が
ん
は
﹁
治
る
病
気
﹂

﹁
検
診
﹂
で
早
期
発
見
を

　

胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
は
、
早
期
に

見
つ
か
れ
ば
90
％
以
上
が
治
り
ま
す
。

そ
し
て
、
早
期
発
見
を
す
る
た
め
に

は
、
定
期
的
な
「
検
診
」
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　
「
何
も
異
常
が
な
い
か
ら
大
丈
夫
」

「
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
病
院
に

行
け
ば
い
い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
早
期
の
が
ん
は
、
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
何
と
な
く

気
に
な
る
症
状
が
出
始
め
た
と
き
に

は
、
病
気
が
進
行
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

な
ら
な
い
よ
う
に
、
症
状
が
な
い
と

き
か
ら
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
、

早
期
に
発
見
、
治
療
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。子

宮
頸け

い

が
ん
は
20
歳
～
30
歳

代
、
乳
が
ん
は
40
歳
～
60

歳
代
、
大
腸
が
ん
は
40
歳

代
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
年

代
は
、
職
場
で
も
家
庭
で
も
担
う
役

割
が
多
く
、
つ
い
自
分
の
健
康
は
後

回
し
に
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

だ
か
ら
こ
そ
「
検
診
」
で
自
分
の
健

康
に
気
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
や

受
診
券
を
配
布
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
が
実
施
す
る
子
宮
頸

が
ん
、
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診
を

無
料
ま
た
は
安
く
受
け
ら
れ
る
券
を

発
行
し
ま
す
。
職
場
で
が
ん
検
診
を

実
施
し
て
い
な
い
場
合
は
、
市
の
が

ん
検
診
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

が
ん
検
診
受
診
券
発
行
対
象
者

　

平
成
27
年
３
月
末
に
40
歳
～
75
歳

に
な
っ
て
い
る
市
民

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
22
歳
～
39
歳

　

の
女
性
に
発
行

注
意
点

・
が
ん
の
治
療
中
ま
た
は
治
療
後
に

　

検
診
を
受
け
る
場
合
は
、
あ
ら
か

　

じ
め
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

・
市
が
把
握
す
る
が
ん
検
診
未
受
診

　

者
に
つ
い
て
、
受
診
を
勧
め
る
電

　

話
な
ど
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

・
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
人
は
、
検

　

診
を
待
た
ず
に
早
め
に
医
療
機
関

　

を
受
診
し
ま
し
ょ
う

・「
要
精
密
検
査
」の
結
果
が
届
い
た

　

ら
、
必
ず
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

と　

き

　

27
年
２
月
28
日(

土)

ま
で

【
集
団
検
診
】

　

胃
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
は
、

３
月
下
旬
に
配
布
し
た
「
坂
井
市
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
添
付
の
は
が
き
か
、

電
話
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
先
着

順
で
、
日
程
の
変
更
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ

　

市
の
保
健
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
な

ど
の
集
団
健
診
会
場

【
個
別
検
診
】

　

市
が
発
行
す
る
「
が
ん
検
診
受
診

券
」
が
必
要
で
す
。
40
歳
～
75
歳
の

人
に
は
、
５
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
人
は
健
康
増
進
課
ま
で

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

受
診
券
が
届
い
た
ら
自
分
で
医
療

機
関
に
予
約
し
、「
受
診
券
」「
保
険

証
」
を
持
っ
て
検
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
料
金
は
医
療
機
関
で
お
支
払

く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

　

県
内
の
指
定
医
療
機
関(

次
ペ
ー

ジ
参
照) 市

で
行
っ
て
い
る
が
ん
検
診

●問い合わせ　健康増進課　50-3067

あなたとあなたの家族のために
「がん検診」を受けましょう

無料クーポン発行対象者
種　類 対　象

子宮頸がん検診

①20歳の女性
②22～25歳、27～30歳、32～35歳、37～40歳のうち、
　平成24年度以前に市が発行した無料券を使って受診し
　なかったと思われる女性

乳がん検診

①40歳の女性
②32～35歳、37～40歳、42～45歳、47～50歳、のうち、
　平成24年度以前に市が発行した無料券を使って受診し
　なかったと思われる女性

大腸がん検診 40、45、50、55、60歳の男女
※年齢は平成 26 年 4 月 1 日現在

個別検診を実施している主な医療機関

医療機関 電話番号 胃 肺 大腸 子宮 乳 医療機関 電話番号 胃 肺 大腸 子宮 乳
東外科医院 66-2228 ○ 宮﨑病院 82-1002 ○ ○ ○ ●
春日レディスクリニック 51-6080 ○ 向坂内科医院 81-2255 ○ ○
キムクリニック 67-3000 ○ ○ ● つばさ内科クリニック 63-5232 ○
こしの医院 81-6655 ○ ○ 福井大学医学部附属病院 61-3111 ○
三国病院 82-0480 ○ ○ ○ ○ ○ 金津産婦人科クリニック 73-3800 ○
真田クリニック 82-0333 ○ あわら病院 79-1211 ○ ○ ○
西野医院 82-1392 ○ ○ 木村病院 73-3323 ○ ○ ○ ○
野村医院 72-1839 ○ ○ 福井愛育病院 54-5757 ○
春江病院 51-1503 ○ ○ ○ ○ 福井県済生会病院 23-1111 ○ ○
ヒガシ内科医院 66-1054 ○ 福井県立病院 54-5151 ○ ○
福岡内科クリニック 67-7111 ○ ○ 福井厚生病院 41-3377 ○ ○ ○ ○ ○
藤井医院 82-1113 ○ ○ 福井赤十字病院 36-3630 ○ ○
松井クリニック 66-8380 ○ 福井総合クリニック 21-1300 ○ ○ ○
※「●」は視触診のみ
※掲載されていない医療機関については、健康増進課までお問い合わせください

▲受診券(上)と無料クーポン券

胃がん

乳がん 子宮がん 肺がん

大腸がん
20歳以上の男女
バリウム造影検査
集団　900円
個別　1,000円

※
年
齢
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在

※
70
歳
以
上
は
集
団
検
診
各
２
０
０
円

︵
※1
︶
肺
が
ん
検
診(

個
別)

で
喀
痰
検
査

 　
　

  

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
も
、
料
金

　
　

   

は
同
一
で
す

40歳以上の女性
視触診・マンモ
グラフィ検査
集団　1,000円
個別　1,000円

20歳以上の女性
内診・細胞診検査
集団　600円
個別　1,000円

20歳以上の男女
胸部X線検査
集団　200円
個別　500円

1年に1回受診可能

2年に1回受診可能 2年に1回受診可能 1年に1回受診可能

(

1※

)

1年に1回受診可能

20歳以上の男女
免疫便潜血検査
集団　500円
個別　500円



市民の皆さんの生活に直結する制度
やイベントを紹介するコーナーです。

1617 平成 26 年 　  月号平成 26 年 　  月号  5 5

■
市
長
部
局
・
教
育
部
局

【
次
長
級
】 

総
務
部
次
長
兼
総
務
課

長　

釣
部
桂
司
▽
総
務
部
次
長
兼
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
長　

岡
部
恭
典
▽

財
務
部
次
長
兼
納
税
課
長
兼
税
外
債

権
管
理
室
長　

渡
邉
雅
彦
▽
生
活
環

境
部
次
長
兼
市
民
生
活
課
長　

黒
川

正
夫
▽
産
業
経
済
部
次
長
兼
農
村
整

備
課
長　

越
川
邦
彦
▽
建
設
部
次
長

兼
建
設
課
長　
　

本
賢
治
▽
上
下
水

道
部
次
長
兼
維
持
課
長　

寺
澤
英
二

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
教
育

総
務
課
長　

滝
呑
徹
也
▽
教
育
委
員

会
事
務
局
次
長
兼
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

報
課　

高
柴
直
哉
▽
同
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
推
進
室　

上
田
純
子
▽
企
画
情

報
課　

谷
根
康
弘
▽
課
税
課　

中
本

朱
実
▽
同　

板
本
利
生
▽
同　

堤
美

奈
▽
納
税
課　

山
本
昇
吾
▽
市
民
生

活
課　

齊
藤
宏
枝
▽
保
険
年
金
課　

福
田
希
久
美
▽
同　

竹
内
佐
由
美
▽

環
境
推
進
課　

佐
藤
康
弘
▽
子
育
て

支
援
課　

高
塚
陽
子
▽
農
村
整
備
課　

田
邊
和
男
▽
観
光
産
業
課　

橋
向
秀

也
▽
建
設
課　

伊
藤
剛
成
▽
同　

田

村
誠
▽
総
務
経
理
課　

森
田
康
博
▽

三
国
総
合
支
所
地
域
振
興
課　

水
上

静
香
▽
三
国
総
合
支
所
市
民
課　

藤

間
紀
人
▽
同　

岩
崎
恵
▽
丸
岡
総
合

支
所
地
域
振
興
課　

橋
詰
尚
幸
▽
丸

岡
総
合
支
所
市
民
課　

中
島
美
和
▽

丸
岡
総
合
支
所
福
祉
課　

宮
本
昌
典

▽
春
江
総
合
支
所
地
域
振
興
課　

戸

庭
裕
之
▽
坂
井
総
合
支
所
地
域
振
興

課　

中
野
寛
幸
▽
監
査
委
員
事
務
局　

前
田
英
邦
▽
教
育
総
務
課　

中
林
み

ゆ
き
▽
同　

高
嶋
ひ
ろ
み
▽
教
育
施

設
整
備
課　

長
谷
川
徹
▽
生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ
課　

戸
田
史
生
▽
三
国
図

書
館　

長
田
邦
弘

【
一
般
職
】 

財
政
課　

長
谷
川
大
志
▽

監
理
課
工
事
検
査
室　

黒
川
健
治
▽

課
税
課　

吉
田
洪
将
▽
同　

髙
間
祐

佳
▽
同　

出
蔵
博
人
▽
同　

佐
藤
圭

吾
▽
納
税
課　

横
田
彩
香
▽
同　

辻

本
史
貴
▽
同
税
外
債
権
管
理
室　

中

出
陽
介
▽
健
康
増
進
課　

水
上
裕
介

▽
子
育
て
支
援
課　

寺
木
勇
人
▽
農

村
整
備
課
地
籍
調
査
室　

佐
野
雄
一

▽
維
持
課　

大
森
史
朗
▽
丸
岡
総
合

支
所
地
域
振
興
課　

宮
侑
美
▽
丸
岡

総
合
支
所
市
民
課　

片
岡
章
代
▽
同　

坪
田
幸
史
朗
▽
国
体
推
進
課　

阿
部

嘉
彦
▽
丸
岡
図
書
館　

廣
部
泰
清

■
派
遣

【
次
長
級
】 

坂
井
市
社
会
福
祉
協
議

会　

佐
々
木
幸
治
▽
福
井
坂
井
地
区

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合　

坪
田
恵

吉【
参
事
級
】 

坂
井
市
土
地
改
良
合
同

事
務
所　

奥
平
浩
▽
武
生
三
国
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
組
合
事
業
局

庶
務
課
長
心
得　

西
川
仁
▽
武
生
三

国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
組
合

事
業
局
業
務
課
長
心
得　

岩
田
佳
彦

【
課
長
補
佐
級
】 

坂
井
地
区
広
域
連

合　

半
田
信
哉

【
主
任
級
】武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
施
行
組
合
事
業
局
庶
務
課　

西
香
代
美
▽
武
生
三
国
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
施
行
組
合
事
業
局
業
務

課　

齊
藤
紀
之

【
主
査
級
】武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
施
行
組
合
事
業
局
業
務
課　

北
澤
和
義
▽
坂
井
地
区
広
域
連
合　

村
上
裕
子

ツ
課
長　

武
曽
素
行
▽
教
育
委
員
会

事
務
局
次
長
兼
坂
井
市
立
図
書
館
長　

前
川
慎
市

【
課
長
級
】安
全
対
策
課　

庄
納
俊

明
▽
秘
書
広
報
課
長
兼
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
推
進
室
長　

西
英
幸
▽
企
画

情
報
課　

小
谷
嘉
郎
▽
行
政
経
営

課　

大
崎
直
昭
▽
財
政
課　

宮
本
寿

雄
▽
監
理
課
長
兼
営
繕
室
長　

瀬
戸

和
行
▽
課
税
課　

髙
澤
英
世
▽
保
険

年
金
課　

村
上
和
則
▽
環
境
推
進
課　

吉
川
誠
一
▽
健
康
増
進
課　

齊
藤
孝

子
▽
子
育
て
支
援
課　

武
田
昭
裕
▽

農
林
水
産
課　

南
出
繁
和　

▽
観
光

産
業
課　

白
﨑
正
博
▽
都
市
計
画
課　

伊
藤
正
則
▽
総
務
経
理
課　

佐
藤
裕

之
▽
整
備
課　

内
田
政
年
▽
会
計
課

小
林
徹
郎
▽
三
国
総
合
支
所
次
長
兼

地
域
振
興
課
長　

篠
崎
恵
市
郎
▽
三

国
総
合
支
所
市
民
課　

名
村
正
男
▽

丸
岡
総
合
支
所
福
祉
課　

早
水
雅
章

▽
春
江
総
合
支
所
市
民
課　

前
川
俊

弘
▽
坂
井
総
合
支
所
地
域
振
興
課　

鈴
木
克
弘
▽
三
国
病
院
事
務
局　

木

村
秀
▽
国
体
推
進
課　

長
谷
川
芳
明

▽
文
化
課
長
兼
み
く
に
龍
翔
館
長　

五
十
嵐
伸
雄
▽
三
国
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー　

加
藤
昭
治

【
参
事
級
】 

議
会
事
務
局　

村
田
由

紀
恵
▽
職
員
課　

山
田
雄
一
▽
納
税

課　

下
妃
桃
美
▽
保
険
年
金
課　

伊

藤
嘉
美
▽
社
会
福
祉
課　

山
元
智
英

美
▽
同　

五
十
嵐
一
夫
▽
子
育
て
支

援
課　

三
上
哲
郎
▽
同　

土
屋
良
江

▽
農
林
水
産
課　

浦
井
勝
巳
▽
農
村

整
備
課　

西
川
仁
文
▽
同
地
籍
調
査

室　

岡
崎
青
史
▽
観
光
産
業
課　

由

川
直
樹
▽
建
設
課　

林
宏
▽
会
計
課　

小
川
雅
惠
▽
三
国
総
合
支
所
地
域
振

興
課　

濱
中
妃
史
▽
三
国
総
合
支
所

市
民
課　

寺
木
信
夫
▽
同　

針
谷
喜

代
子
▽
丸
岡
総
合
支
所
地
域
振
興
課　

髙
橋
サ
ヨ
子
▽
丸
岡
総
合
支
所
市
民

課　

中
嶋
静
子
▽
丸
岡
総
合
支
所
福

祉
課　

上
野
清
美
▽
春
江
総
合
支
所

市
民
課　

大
田
仁
美
▽
国
体
推
進
課　

矢
尾
昭
宏
▽
春
江
図
書
館　

斉
藤
由

喜
子
▽
坂
井
図
書
館　

長
谷
川
春
美

【
課
長
補
佐
級
】 

職
員
課　

吉
村
未

佳
子
▽
秘
書
広
報
課　

杉
田
雅
博
▽

同
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
室　

松
本

隆
▽
企
画
情
報
課　

三
上
寛
司
▽
同　

奥
出
敏
文
▽
行
政
経
営
課　

浦
健
一

郎
▽
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

古
川
敬

一
▽
財
政
課　

高
倉
邦
央
▽
監
理
課　

細
川
武
▽
同
営
繕
室　

中
林
実
▽
課

税
課　

田
渕
秀
資
▽
納
税
課　

高
田

八
千
代
▽
同
税
外
債
権
管
理
室　

南

出
俊
生
▽
市
民
生
活
課　

長
谷
川
秀

夫
▽
同　

小
針
慶
子
▽
環
境
推
進
課　

津
田
金
也
▽
社
会
福
祉
課　

上
中
俊

英
▽
高
齢
福
祉
課　

栗
原
紀
▽
子
育

て
支
援
課　

井
上
純
子
▽
農
林
水
産

課　

南
出
直
樹
▽
観
光
産
業
課　

吉

江
辰
史
郎
▽
建
設
課　

北
出
泰
章
▽

同　

池
本
成
輝
▽
会
計
課　

竹
内
正

敏
▽
三
国
総
合
支
所
地
域
振
興
課　

斉
藤
俊
之
▽
丸
岡
総
合
支
所
地
域
振

興
課　

西
川
し
の
ぶ
▽
春
江
総
合
支

所
福
祉
課　

水
嶋
雅
江
▽
三
国
病
院

事
務
局　

豊
田
雅
樹
▽
教
育
総
務
課　

小
川
宜
成
▽
教
育
施
設
整
備
課　

林

田
裕
治
▽
学
校
教
育
課　

西
端
睦
▽

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課　

中
田
誠
一

郎
▽
国
体
推
進
課　

村
中
秀
也
▽
丸

岡
図
書
館　

齊
藤
佳
代
子
▽
春
江
図

書
館　

浦
谷
昌
野
▽
坂
井
図
書
館　

斉
藤
裕
二

【
主
任
級
】 

議
会
事
務
局　

北
川
朋

美
▽
職
員
課　

高
橋
奈
美
江
▽
行
政

経
営
課　

長
谷
川
正
広
▽
ま
ち
づ
く

り
推
進
課　

大
西
由
紀
雄
▽
同　

青

池
香
織
▽
財
政
課　

松
本
悦
子
▽
課

税
課　

坂
本
里
美
▽
納
税
課　

西
出

政
男
▽
同
税
外
債
権
管
理
室　

神
尾

美
由
紀
▽
農
林
水
産
課　

坪
田
準
人

▽
都
市
計
画
課　

中
田
英
理
子
▽
整

備
課　

長
谷
川
義
裕
▽
三
国
総
合
支

所
地
域
振
興
課　

廣
田
利
一
郎
▽
監

査
委
員
事
務
局　

高
倉
尚
美
▽
生
涯

学
習
ス
ポ
ー
ツ
課　

新
家
秀
一

【
主
査
級
】 

総
務
課　

竜
田
麻
紀
▽

安
全
対
策
課　

米
元
悟
史
▽
秘
書
広

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
総
合

４
位
に
輝
く
坂
井
市
を
内

外
に
発
信
し
て
い
く
た
め
、

「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
室
」
を
秘

書
広
報
課
内
に
設
置
。
税
以
外
の
債

権
に
つ
い
て
、
良
好
な
納
付
者
と
の

均
衡
を
図
り
つ
つ
適
正
な
処
置
を
と

る
専
門
機
関
と
し
て
「
税
外
債
権
管

理
室
」
を
納
税
課
内
に
設
置
し
ま
し

た
。
ま
た
、
４
年
後
の
福
井
国
体
開

催
に
向
け
、
昨
年
設
置
し
た
「
生
涯

学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
国
体
準
備
室
」
を

「
国
体
推
進
課
」
に
昇
格
さ
せ
、
施

設
整
備
や
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

５
月
１
日
現
在
職
員
数　

８
６
２
人

（
前
年
比
20
人
減
）

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
地
方
公
共
団
体
が
緊

急
に
実
施
す
る
防
災
施
策
の
財
源
を
確
保
す
る

た
め
、
市
民
税
・
県
民
税
の
均
等
割
の
標
準
税

率
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
か
ら
市
民
税
・

県
民
税
の
給
与
所
得
控
除
額
が
左
記
の
と
お
り

変
わ
り
ま
す
。
昨
年
中
の
給
与
な
ど
の
収
入
金

額
が
１
，
５
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
２
４
５
万
円

の
上
限
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

●問い合わせ　職員課　50-3011

人事異動と機構改革をお知らせします
組織は7部5局44課5室に　異動者は170人　※主任級以下の昇格者は除く

●問い合わせ　課税課　50-3023●問い合わせ　課税課　50-3023

市民税・県民税の均等割
標準税率が変わります

市民税・県民税の給与所得控除
上限額が一部改正されます

均等割 平成25年度  平成26年度
～平成35年度

市民税 3,000円 3,500円

県民税 1,000円 1,500円

合　計 4,000円 5,000円

※変更の適用は平成 26 年度から平成 35 年度
　までの 10 年間です。

【改正前】
給与等の
収入金額

給与所得
控除額

1,000万円超
1,500万円以下

  給与等の
  収入金額 

+
170万円1,500万円超

【改正後】
給与等の
収入金額

給与所得
控除額

1,000万円超
1,500万円以下

  給与等の
  収入金額 

+
170万円

1,500万円超 245万円

× 5%

× 5%

(　　 　        )

(　　 　        )
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第9回市民スポーツ祭
水泳大会に参加しよう

　無料で参加できます。皆さん
の腕を試してみませんか。
と　き　6月8日(日)  9:00 ～
ところ　丸岡B&G海洋センター
申込先　みくにアクアスイムク
　　　　ラブ、丸岡B&G海洋
　　　　センター、坂井体育館、
　　　　春江体育館
申込締切　5月31日(土)
　坂井市水泳協会
　金

かね

本
もと

　090-5177-6955

ジュニアサイエンス講座
テーマは「福井の恐竜」

と　き　6月8日(日)
　　　　13:30 ～15:00
ところ　エンゼルランドふくい
講　師　関

せき

谷
や

　透
とおる

氏
　　　　(県立恐竜博物館研究職員)
対　象　小学4年生以上
申込方法　5月30日(金)までに
　　　　電話で下記へ
　福井県児童科学館　51-8000

　健康増進課　50-3067

　消費者が自らリサイクルしよう
という意識を持ち、一般家庭で使
用しなくなったものを再利用する
ことを目的としています。

【取り扱うもの】衣類、家具、イン
テリア、大人用自転車など
【取り扱わないもの】生き物、食品、
業務用品、車やバイクなど、製品事
故の可能性のあるもの（電化製品な
ど）、衣類以外の子供用製品
　詳しくは、市ホームページ「坂
井市消費者センター」をご覧にな
るか、電話でお尋ねください。
申込方法　電話で下記へ
※無償の品物のみ取り扱います
※掲載期間は 3カ月（自動継続
　はしません）
※掲載品は掲載者が保管
　市民生活課　 50-3030

計量器(はかり)の
定期検査を忘れずに

　店や事業所などで取引・証明
に使用しているはかり(家庭用
は除く)は、2年に1度の定期検
査を受けなければいけません。
該当するはかりをお持ちの人は、
必ず検査を受けてください。前
回検査を受けた人には、事前に
連絡します。検査を希望する場
合は、5月20日(火)までに市民
生活課までお申し込みください。
■検査日程

　市民生活課　50-3030

小規模工事等契約希望者登録
申請書を受け付けます

　市の小規模工事等契約希望者
登録申請書を下記のとおり受け
付けます。
　小規模工事とは内容が比較的
軽易な工事で、1件の契約金額
が130万円未満のものです。
有効期間　28年5月末日まで
受付期間　随時(土日、祝日は除く)
　　　　※郵送受付も可
　詳しくはホームページでご確
認ください。

　監理課　50-3021

議会報告会に
ご参加ください

　議員が皆さんの地域で、議会
の活動状況を報告します。また、
自由に情報や意見を交換できま
す。住所に関係なく、どの会場
でも参加できます。

　議会事務局　50-3001

松くい虫防除のための
薬剤散布にご協力を

　通勤・通学区域は、午前4時
から6時30分までの間に散布
します。早朝の外出を控えるな
ど、ご協力をお願いします。
と　き　5月20日(火)
　　　　　～6月10日(火)
ところ　三国町安島と崎の県道
　　　　や市道沿い、海浜自然
　　　　公園内、浜地海岸沿い
　三国総合支所地域振興課
　　82-8904

カラスなどの捕獲を
実施します

　猟銃を使ったカラスなどの捕
獲を行います。当日午前7時ま
での農作業や散歩を控えるなど、
事故防止にご協力ください。

冬眠明けのクマに
ご注意ください

　春はクマが冬眠から目覚め、
食べ物を求めて活発に活動しま
す。山に入るときは、クマと出
会わないようご注意ください。

　丸岡総合支所地域振興課
　　68-0801
　農林水産課　50-3150

子どもの定期予防接種
あわら市でも受けられます

　平成26年度から子どもの定期
予防接種が、あわら市内の接種
医療機関でも受けることができ
ます。接種医療機関については、
市ホームページをご覧ください。
　健康増進課　50-3067

市内の国有財産を
売却します

　「入札案内書」の配布をはじめ、
ご不明な点はお気軽にお問い合
わせください。
受付期間　5月26日(月)
　　　　　～6月6日(金)

　北陸財務局　076-292-7875

今川節没80年
記念コンサート

と　き　5月25日(日)  13:30～
ところ　丸岡図書館2階学習室
　丸岡図書館　67-1500

声のボランティア始めませんか
音訳ボランティア養成講習会

　目の不自由な人に、本などの
内容を音声で伝える方法を勉強
する初級講座です。
と　き　6月～11月までの毎週
　　　　水曜日(全20回)
　　　　13:30 ～15:30
ところ　視覚障害者情報文化会館
対　象　学生を除く63歳まで
受講料　3,000円
申込方法　5月30日(金)までに
　　　　下記へ要項を請求
　福井県視覚障害者福祉協会
　情報提供センター　23-4647

　小松菜は粘膜や皮膚を強化するビタミンA、
発がん物質の作用を弱めるビタミンC、細胞の
老化を促す過酸化脂質を抑えるビタミン Eを
多く含んでいます。あくが少ないので、下ゆで
無しに直接調理でき、油で炒めるとβ -カロテ
ンの吸収が高まります。食材をイカやキノコ、
鶏肉などに変えてみてもおいしいですよ。

①小松菜は 4cmくらいに切り、ニンジンは千
　切りにする。春雨を 5cmくらいに切り、水
　につけて戻した後、熱湯で軽くゆでる。エビ
　は殻をむき、一口大に切る。
②タマゴをボールに割り、塩で味付け。サラダ油
　で炒りタマゴを作って皿に取る。
③フライパンでサラダ油を熱し、小松菜、ニ
　ンジンを炒める。火が通ったらエビを加え、
　さらに水を切った春雨としょうゆを加える。
④塩とコショウで味を整え、皿に盛って炒り
　タマゴを飾る。

小松菜　　　       　120g(1束)
ニンジン　　　     　　       50g
エビ　              　　     　　 8尾
タマゴ　　　　　　   　　  3個
緑豆春雨　　　　　　       40g
しょうゆ　　　　         大さじ1
塩　　　　                    小さじ1
サラダ油　　　　　　 大さじ2

エネルギー　       153kcal
タンパク質　        　 8.9g
脂質　                        8.8g
塩分　                        2.0g

丸岡地区食生活改善推進員

小松菜とエビの塩炒め

お知らせ
information

家庭用品リサイクル 情報
recycle information

栄養成分／ 1人分

一年を通して食べられる栄養豊富な小松菜！
材料／4人分

開催
event information

ゆ
ず
り
ま
す

60cm水槽3個、夏座布団5
枚ずつ2種類、女性用の衣類
(ジャケット、ワンピースなど)

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

春江小学校の半袖体操服・ハー
フパンツ（100か110）、布(木綿、
藍、かすり、しま、さらさ)、鳥
かご(小鳥用)、和装着付け用ボ
ディ、介護用尿取りパット、介護
用大人の履くパンツ、折りたたみ
自転車、ぶら下がり健康器、丸岡
中の夏スカート(ウエスト65cm)

と　き ところ
6月3日(火)
10:00～15:00 春江中公民館6月4日(水)
10:00～12:00
6月4日(水)
13:30～15:30 高椋公民館6月5日(木)
10:00～15:00
※12:00 ～ 13:00は検査を休止

所
在
地
三国町緑ケ丘三丁目1024-2
499.61㎡(宅地)

地区 とき・問い合わせ

丸岡
5月23日(金)
丸岡総合支所地域振興課
　68-0801

春江
5月21日(水)
6月18日(水)
農林水産課　50-3150

坂井
5月23日(金)
6月20日(金)
農林水産課　50-3150

時　間　5:00 ～7:00
※三国地区は6月以降に実施予定

と　き ところ
5月22日(木)
19:30～

浜四郷公民館
東十郷公民館

5月23日(金)
19:30～

鳴鹿公民館
大石公民館

■クマに出会わないために
・鈴、拍手、話し声、ラジオなど
大きな音を出して移動し、クマ
に自分の存在を知らせる

・悪天候の日は、クマも人の気配
　に気付かないので注意する
・山菜採りはほどほどにする
・クマの出没状況を確認し、危険
な場所には近づかない

■クマと出会ってしまったら
・子グマを見たら、近くに必ず母
　グマがいるのでそっと立ち去る
・クマから目を離さず、できるだ
　けゆっくり立ち去る

坂井市   小規模工事



市民の活動を応援するコーナーです。

広報さかいと市ホームページの広告を募集しています。連続して掲載する場合は、特別割引
もあります。市外事業所もＯＫ！広告内容については、広告審査会の審査があります。

6月14日(土)･15日(日) いねす感謝祭 開催

▼

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
欄
で
す

草庵併設 草庵併設 草庵併設
法要室完備 法要室完備

2021 平成26年 　  月号平成26年 　  月号

　三国湊の歴史や文化、自然に
興味がある人、観光客と接して
広く知識を高めたい人は、ボラ
ンティアガイドに加入しません
か。

定　員　20人
申込方法　電話で下記へ
　NPO法人ボランティアガイド
　きたまえ三国　82-0947
　　http://kitamae.web.fc2.com

時　間　13:00～16:00
ところ　高椋公民館
受講料　4,500円
　NPO法人いきいきITクラブ
　道

どう

見
み

　66-0876　67-8385　

　「東洋のストラディバリ」と
称されたヴァイオリン制作家・
陳
ちん

昌
しょうげん

鉉の遺作「鳳
ほう

仙
せん

花
か

」の演奏
会です。入場は無料ですが、入
場券が必要となります。
と　き　6月21日(土)  15:00～
ところ　ハートピア春江小ホール
出演者　荒

あら

井
い

　亮
りょうこ

子氏
　　　　竹

たけ

内
うち

　真
ま

紀
き

氏
入場券　9:00～18:00に下記へ
　　　　電話するかハートピア
　　　　春江窓口で配布
　関西車体　66-7898

　毎年恒例のテニス教室です。
テニスを始めたい、うまくなり
たい人はぜひご参加ください。
と　き　6月30日からの毎週
　　　　月曜日(全10回)
　　　　19:00～22:00
ところ　丸岡運動公園テニス
　　　　コート
定　員　初心者20人
　　　　中級者10人
参加資格　中学生以上
参加費　5,000円
申込方法　電話で下記へ
申込締切　6月16日(月)
　坂井市テニス協会
　井

いの

上
うえ

　090-2839-7956

ヴァイオリン鳳仙花と
ピアノの演奏会

気軽にテニスを楽しもう
硬式テニス教室

観光客をおもてなし
ボランティアガイド募集

　オカリナは愛着がわくかわい
い楽器です。楽譜が読めなくて
も大丈夫。基礎やオカリナを吹
くコツなどを丁寧に指導します。
参加費は無料。オカリナを持っ
ていない人にはお貸しします。
と　き　毎週第1・3金曜日
　　　　10:00～11:30
ところ　東十郷公民館
　門

かど

　090-2126-4147

　竹
たけ

世
よ

志
し

会、春駒会、なでしこ
会の合同発表会です。入場は無
料。お気軽にお越しください。
と　き　5月25日(日)   14:00～
ところ　ハートピア春江小ホール
　長

なが

沼
ぬま

　090-4686-8108

と　き　6月8日(日)   12:30～
ところ　たかむく古城ホール
　おたまじゃくしの会
　金

かな

崎
さき

　66-1244

第10回チャリティー
おたまじゃくし歌謡発表会

 5 5

長唄・端
は

唄
うた

・民謡
三味線おさらい発表会

優しい音色を奏でよう
オカリナ体験教室

パソコンが苦手な人に
基礎講座を開催

①ワード基礎
　6月2日(月)・3日(火)
　・5日(木)・10日(火)
②エクセル入門
　6月16日(月)・17日(火)
　・19日(木)・24(火)

人 口

男

女

世帯数 ▼

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
欄
で
す

おくやみ

市の
すがた

今月の
ハッピー
バースデー

　　名　前　　　年齢　　行政区 　　名　前　　　年齢　　行政区

人

人

人
戸

「今月のハッピーバースデー」
坂井チャンネル(121ch)にも掲載！
　誕生月の赤ちゃんが、コメント・
写真付き(静止画)で登場します。
ぜひお申し込みください。

「みんなの掲示板」
「今月のハッピーバースデー」
掲載希望者を募集
　締め切りは、掲載希望月の前月
5日まで。ハッピーバースデーは
3歳になるお子さんまでです。詳
しくは秘書広報課まで。
　秘書広報課　50-3012

ちゃん ちゃん

ちゃん

(1歳・坂井町大味中)
父：徹さん  母：由美さん

(1歳・坂井町徳分田)
父：正人さん  母：英里さん

  田
た

﨑
さ き

 湊
みなと

宮
み や

川
がわ

 愛
あ い

絆
な

ごはん大好き湊くん。いっぱい
食べて元気に大きくなってね♡

おねえちゃんだいすき。
いっぱいあそぼうね。

(1 歳・坂井町御油田 )
父：真哉さん  母：織絵さん

多
た

田
だ

 淳
あ つ

行
ゆ き

おにいちゃんにきたえてもらって
がんばって大きくなります！

3月21日から4月20日までの届け出分(敬称略)

名前は全て人名漢字および常用漢字で表記しています。

（＋ 72、＋ 251）
（－ 62、－ 152）

（＋ 21、－ 40）

（－ 41、－ 192）

30,476
48,358

45,460

93,818

ちゃん
(2 歳・春江町東太郎丸 )
父：良司さん  母：真季さん

橋
は し

本
も と

 誠
せ い

也
や

体を動かして遊ぶのが大好き♪
元気いっぱいの誠也です☆

ちゃん
(1 歳・丸岡町今福 2区 )
父：敏宏さん  母：千里さん

島
し ま

田
だ

 理
り

央
お

お兄ちゃんと遊ぶの大好き♡
たっちも上手になったよ！

(1 歳・丸岡町里丸岡 )
父：哲也さん  母：美咲さん

ちゃん田
た

口
ぐち

 慶
け い

大
た

つかまり立ちができるように
なりました ^^

　
4月1日現在
※(   )内は前月比、前年比

三国町／
雨
あま

地
ち

　稲
いね

子
こ

濵
はま

田
だ

　富
ふ

美
み

子
こ

黒
くろ

川
かわ

　冨
ふ

喜
き

子
こ

木
きの

下
した

　姫
ひめ

子
こ

吉
よし

岡
おか

　正
まさ

勝
かつ

倉
くら

垣
が

内
うち

　昇
のぼる

出
で

藏
ぐら

　喜
き

代
よ

二
じ

濵
はま

野
の

　﨑
さき

雄
お

林
はやし

　保
やす

彦
ひこ

山
やま

田
だ

　法
のり

子
こ

大
おお

嶋
しま

　てる子
こ

奥
おくばやし

林　照
てる

子
こ

三
み

﨑
さき

　千
ち

代
よ

子
こ

新
しん

谷
や

　惠
え

美
み

子
こ

藤
ふじ

原
わら

　惠
けい

子
こ

丸岡町／
北
きた

出
で

　アサヲ
嶋
しま

田
だ

　よしを
坪
つぼ

川
かわ

　行
いく

子
こ

谷
たに

口
ぐち

　安
やす

幸
ゆき

山
やま

本
もと

　透
とう

輝
き

小
こ

杉
すぎ

　喜
き

美
み

子
こ

吉
よし

川
かわ

　正
まさ

義
よし

野
の

口
ぐち

　ひろみ
真
しん

橋
ばし

　信
のぶ

男
お

辻
つじ

村
むら

　ハツ子
こ

加
か

納
のう

　一
かず

己
み

奥
おく

ノ
の

矢
や

　スエヲ
南
みなみ

　紀
き

美
み

子
こ

春江町／
廣
ひろ

瀬
せ

　三
さぶ

郎
ろう

中
なか

尾
お

　義
よし

子
こ

竹
たけ

田
だ

　はな子
こ

木
き

村
むら

　弘
ひろし

西
にし

畑
ばた

　千
ち

代
よ

子
こ

渡
わた

部
なべ

　武
たける

上
かみ

屋
や

敷
しき

　孝
こう

太
た

郎
ろう

石
いし

丸
まる

　武
たけ

男
お

橋
はし

本
もと

　啓
けい

子
こ

七
しち

田
だ

　外
と

美
み

子
こ

坂井町／
小
こみなみ

南　ヒメ子
こ

友
とも

田
だ

　金
かね

雄
お

野
の

川
がわ

　防
さき

彌
や

宮
みや

前
まえ

　幸
さち

子
こ

白
しら

﨑
さき

　昌
まさ

彦
ひこ

倉
くら

　アイ子
こ

佐
さ

川
がわ

　チラヲ
熊
くま

谷
がい

　喜
き

代
よ

枝
え

99
80
82
90
81
65
88
88
56
90
99
98
80
69
80

98
87
89
76
75
88
87
75
85
89
96
85
73

73
79
98
86
89
83
78
74
60
89

98
84
72
86
76
91
91
94

安島
安島
西今市
水居
新宿二丁目
新保
米納津
崎
仲滝谷
大門
横越
仲滝谷
加戸西
新保
運動公園丸岡
町／

磯部島
石上
八ケ郷 1区
八ケ郷 1区
九頭竜大橋
一本田新 2区
北霞３区
猪爪新 3区
下長畝
安田新
高柳
下長畝
今市

藤鷲塚
いちい野北
江留上緑
江留下宇和江
江留上日の出
本堂
福町
西太郎丸
江留下屋敷
江留下屋敷

上兵庫
上関
長屋
長屋さくら台
新庄
大味上
徳分田
今井

業務内容
1 . ガイド業務(月に2.3回程度)
　・松島、雄島、東尋坊方面の観光
  　  ガイド
　・きたまえ通り周辺の散策ガイド
　・三國神社周辺の歴史ガイド
　・みくに龍翔館内の説明案内

2 . 当番業務(月に3回程度)
　・旧岸名家の説明案内
　　(9:00～13:00、13:00～17:00)



37 丸岡生まれの南画家　山
や ま

田
だ

介
か い

堂
ど う

今
年
は
山
田
介
堂
の
没
後
90
年
目

地
元
に
数
多
く
残
る
作
品
が
才
を
語
る

　

大
正
10
年
、
日
本
南
画
院
の

創
立
に
参
加
。
晩
年
は
三
国
や

芦
原
に
い
な
が
ら
作
画
を
続
け
、

京
都
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
滞

在
し
て
い
た
三
国
の
瀧た

き

谷だ
ん

寺じ

に

は
、
使
い
古
し
た
筆
を
集
め
て

地
に
埋
め
た
供
養
塚「
筆
塚
」

が
残
っ
て
い
ま
す
。

山
田
介
堂
は
、
同
時
代
に
活

躍
し
た
南
画
家
の
内う

つ
み海
吉き

ち

堂ど
う

や
長な

が

田た

雲う
ん

堂ど
う

ら
と
並
ん
で
、

そ
の
名
前
の
共
通
し
た
一
字
を

取
っ
て〝
越
前
三
堂
〞〝
北
陸

三
堂
〞
と
称
さ
れ
ま
す
。

大
正
期
の
作
家
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
作
品
は
今

で
も
丸
岡
町
を
は
じ
め
県
内
に

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
家
に
も
掛
け
軸
や
屏び

ょ
う
ぶ風
が

あ
っ
た
ら
、
署
名
と
印
を
確
認

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ひ
ょ
っ

と
し
て
、
有
名
な
画
家
の
作
品

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

   

み
く
に
龍
翔
館「
新
収
蔵
品
展
」

  

６
月
１
日(

日)

ま
で
開
催

 　

  

こ
の 

５
年
間
で
新
た
に
収

    

蔵
さ
れ
た
資
料
か
ら
、
選
り

    
す
ぐ
り
を
初
公
開
。
山
田
介

    
堂
の
作
品
も
並
ん
で
い
ま
す
。

南
画
と
い
う
絵
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
南
画
は
、
①

中
国
の
南
宋
と
い
う
国
で
描

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た「
南
宋

画
」と
②
絵
を
描
く
こ
と
を
職

業
と
し
な
い
人
、
特
に
学
問
や

文
章
を
あ
つ
か
う
文
筆
家(

文

人)

が
描
い
た「
文
人
画
」の
二

つ
を
含
め
て
、
日
本
で
生
ま
れ

た
言
葉
で
す
。
墨
色
も
し
く
は

淡
色
で
、
中
国
の
故
事
人
物
や

自
然
・
風
景
が
多
く
描
か
れ
ま

し
た
。
精
神
性
が
重
ん
じ
ら
れ
、

俗
世
間
か
ら
離
れ
た
よ
う
な
世

界
観
が
み
ら
れ
ま
す
。

大
正
期
、
こ
の
南
画
の
分
野

で
優
れ
た
作
品
と
名
声

を
残
し
た
の
が
、
山や

ま

田だ

介か
い

堂ど
う

(

１
８
７
０
年 

－

１
９
２
４
年)

で
す
。
彼
は
丸
岡
町
巽
に
生
ま

れ
、
幼
少
の
頃
よ
り
絵
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
や

が
て
京
都
に
出
る
と
、
田た

能の

村む
ら

直ち
ょ
く
に
ゅ
う
入
や
富と

み

岡お
か

鉄て
っ

斎さ
い

と
い
っ
た

画
家
に
教
え
を
受
け
ま
し
た
。

　

作
風
の
多
く
は
、
群ぐ

ん
じ
ょ
う青
色
や

緑ろ
く
し
ょ
う青
色
を
多
用
し
た
青せ

い
り
ょ
く
さ
ん

緑
山

水す
い

画
で
す
。
ま
た
、
水
墨
画
に

も
そ
の
才
能
を
発
揮
し
、
数
多

く
の
作
品
を
描
き
続
け
ま
し
た
。

平
成
26年

 ５
月
号　

N
o.98

平
成
26年

５
月
８
日
発
行

①③ ②④

①薪を背負った老人と秋の草花が描かれている淡彩
屏風(二

にきょくいっせき

曲一隻)　②山田介堂の署名と印　③日本南
画院第二回展覧会(大正11年)にも出品された淡彩
山水図軸「山

さん

路
ろ

空
くう

翠
すい

」。空翠とは、深山の木立のみ
どりの間にたちこめる山気の滴のこと　④瀧谷寺に
ある山田介堂の筆塚

▼
広
報
さ
か
い
の
全
て
を
知
る

(

純)

が
異
動
に
。
不
安
は
大
き

い
で
す
が
、
市
民
の
応
援
団
に

な
り
た
い
と
い
う
思
い
を
引
き

継
い
で
い
き
た
い
で
す
。(

尚)

▼
30
代
半
ば
に
し
て
初
め
て
広

報
に
携
わ
る
こ
と
に
。
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
広
報
の
目

的
や
役
割
を
理
解
し
、
市
民
に

と
っ
て
よ
い
も
の
を
提
供
し
て

い
き
た
い
で
す
。　
　
　

(

直)

▼
広
報
紙
担
当
を
離
れ
ま
す
。
多

く
の
人
に
支
え
ら
れ
た
11
年
。
感

謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
月
か
ら

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
室
で「
笑

顔
」
を
広
げ
る
広
報
活
動
を
し
ま

す
。『
広
報
さ
か
い
』
と
も
ど
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。(

純)

花から緑葉へ
木々が輝きを
増すように
何にでも
変化と勢いは
必要なのかも。
新しい季節に
勇気をもって
駆け出そう。

 （たけくらべ広場）


